
制御拠点 
ライブラリー・スクリーニング領域 

課題名：アンメット・メディカル・ニーズの高い難治性疾患に対する治療薬の開発 
九州大学（井上和秀） 

【課題概要】 

【運営体制】  

【連絡先】  

【支援に供する技術】 

【高度化研究】 

ヒット化合物の探索
（エコファーマ） 

化合物最適化・新規
合成法開発（グリーン
ケミストリー） 

非臨床試験法の確立 

H24 H25 H26 H27 H28 
スクリーニング技術完成 

（支援に提供） 

合成完成（支
援に提供） 

薬効・毒性評価技術完成 
（支援に提供） 

可能性判断  
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スクリーニング設備の整備 
・Functional Drug screening System (FDSS7000EX) 
・Biomek NXP 
・IN Cell Analyzer 2000 
・細胞分析解析システム  
(BD FACSAriaⅢ セルソーター 2レーザー 3カラータイプ) 
・多種類リン酸化タンパク質同時解析システム  
(QTRAP 5500 System Package Pro) 
・リアルタイムPCR（Biorad社製・CFX96 Touch） 
 
オペレーターによる技術サポート、助言 

 九州全域から創薬シーズを見出し、さらには創
薬候補にまで高度化することで、アンメット・ニー
ズの高い疾患をターゲットとする治療薬の導出を
目指す。 
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①熊本大学発生医学研究所 多能性幹細胞分野 粂昭苑教授・白木伸明助教 
進捗状況： IN Cell Analyzer2000およびBiomek NXPを使用してスクリーニング開始 

②熊本大学大学院生命科学研究部（薬学教育部）遺伝子機能応用学分野 首藤剛講師 
進捗状況：スクリーニング系構築中。 
③鹿児島大学 医歯学総合研究科 呼吸器内科学・井上博雅先生 
進捗状況：検討中 
④九州大学大学院薬学研究院薬理学分野 井上和秀教授・山下智大（PD） 
進捗状況：FDSS7000EXおよびBiomek NXPを使用してコアライブラリー9600の 

     スクリーニング開始。 
⑤九州大学大学院薬学研究院薬効安全性学 黒瀬等教授 
進捗状況：安定発現細胞作成中。 
⑥九州大学大学院薬学研究院 薬剤学分野 大戸茂弘教授・松永直哉助教 
進捗状況：FDSS7000EXを利用したルシフェリン・ルシフェラーゼの予備実験。 
⑦九州大学病院検査部 神吉智丈助教・廣田有子助教 
進捗状況：IN Cell Analyzer2000を使用しての測定予定。 
⑧九州大学院理学研究院化学部門 下東康幸教授・松島綾美助教 
進捗状況：安定発現細胞作成中。 
⑨九州大学病院別府病院 三森功士先生 
進捗状況：検討中 
⑩九州大学大学院薬学研究院 タンパク質創薬学 阿部義人准教授 
進捗状況：検討中 
⑪九州大学生体防御医学研究所 ゲノム病態学分野 谷憲三郎教授 
進捗状況：検討中 

【これまでの研究実績と創薬等PFにおける事業内容】  



先行例：既存の薬では効きがたい神経障害性疼痛の発症機序と創薬ターゲット 
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P2Y6 
構造不明 
鎮痛抑制機
序不明 
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